
湖南市複合庁舎整備ワークショップ

第3回ワークショップテーマ

「計画案への考えをまとめよう」



第３回ワークショップ

グループ討議での意見のまとめ

①市民サービス、ユニバーサルデザイン、
防災、省エネについて考えること



Ａ班



Ａ班の意見（市民サービス、ユニバーサルデザイン、
防災、省エネについて考えること）

キッズスペースは必要

相談スペースの確保

福祉課が狭い

カフェは必要？自販機でよい

外国語大きく

利用者ではなく窓口の職員が
動くことはできないか

災害ボランティアと連携できる拠点
づくり

マンホールトイレの設置

10年、20年先の災害への対応
データをもとにわかりやすく

市民活動スペースについて

窓口について

庁舎について

防災について

駐車場が広すぎるのでは

緑を増やしてほしい

制限のない広場作り



Ｂ班



障がい者設備について、障がい
のある方の意見を取り入れること
は良いと思う

車椅子と介助の人が通りやすい
スペース・通路や受付席の広さ

ハイカウンターとローカウンター
は是非必要

森北公園をフラット化し、多目的
に利用できるように

分かりやすい窓口の表示

広場・森北公園駐車場の一部に
かまどベンチやマンホールトイレ
の設置

広場に井戸水必要
順番を待っているときの椅子の
向きと、順番が分かる案内板の
表示

２階吹き抜けは不要。その分保健
センター機能を増やしてほしい

停電になった場合の電源の確
保ができる設備

Ｂ班の意見（市民サービス、ユニバーサルデザイン、
防災、省エネについて考えること）

ユニバーサルデザインについて 防災について

インフラについて
窓口について

省エネについて



Ｃ班



非常用電源の確保

災害時に職員も市役所へたどり着
ける様に駐車スペースの確保を

福祉関係のサービスを一括で
受けられるシステム

総合インフォメーションとコンシェ
ルジュの併用

高齢者にもわかるよう案内板の
文字を大きく

相談カウンターは隣席の人と区
切ってほしい

トイレ・エスカレータの人感セン
サー化

蓄光掲示板の設置

画面入力だけで書類発行化の
部分も設ける

災害時のためのマンホールトイ
レの設置

グリーンカーテン・グリーンルー
フの活用

Ｃ班の意見（市民サービス、ユニバーサルデザイン、
防災、省エネについて考えること）

ユニバーサルデザインについて 防災について

窓口について

案内板に外国語表記

省エネについて



第３回ワークショップ

グループ討議での意見のまとめ

②ワークショップを通じて感じたこと、
伝えたいこと



職員が働きやすいか

20年～30年先を見越しての視点

市民の意見の吸上げと伝達、説明
が必要

利用頻度の分析が必要

大ホールや会議室の使い方が重
要

Ａ班の意見（ワークショップを通じて感じたこと、伝えたいこと）
３回のワークショップを通じて

ランニングコストがかからないよ
うに

設備を長く使えるような気配りを
してほしい

環境の変化に対応できるスペー
ス作り

市民が使いやすくなることは大
切

庁舎のコスト
自分の家の感覚を持って



こにゃん（猫）型ロボットを待合
において案内させる

美しさは不要。利用者に便利で
あるように障がい者の方や、エ
ネルギーの分野など専門分野
の方の意見を十分取り入れてい
ただきたい

最低限の設置でコンパクトな庁
舎であっても良いのではないか

湖南市らしさということでは、甲
賀市のように手裏剣の形の椅
子でそれを表現するというのは
もったいないと思います

ワークショップを通じていろいろ
な人の意見があり良かった。

湖南市らしさとして、東海道の歴
史や野洲川と阿星山など、山と
川の自然の恵み 今後ますます高齢化が進む中、

福祉を考えた利用しやすい庁舎
にしてほしい

湖南市の動物愛護の取り組み
を広く知ってもらい処分される動
物を少しでも減らしたい。貰い手
を探す写真もあるといい

庁舎外壁に美し松の絵又はこ
にゃん（猫）の絵を描く

60年寿命の庁舎という視点でとらえ
る

Ｂ班の意見（ワークショップを通じて感じたこと、伝えたいこと）

湖南市らしさについて ３回のワークショップを通じて



壁面に湖南市の小学校の校歌

広場に美し松を

防災について、全国的に多発す
る災害や変化した災害への対応
が必要

高齢者、子どもを大切にする庁
舎

石部宿の旧道、街道ウォーク

エントランスロビーの床面に航
空写真

市内のボランティアグループを
大切に

湖南市は全国的にボランティア
活動が多い

基本的提供サービスが手薄にな
らないことの必要性あり

庁舎の建設の変更は市民の意
見を

戦前から走る草津線

Ｃ班の意見（ワークショップを通じて感じたこと、伝えたいこと）
湖南市らしさについて ３回のワークショップを通じて


